
  ９月を迎え、２か月綴りのカレンダーが残り２枚しかないことにびっくり！ 

今年も いつの間にか３分の２が終わってしまった…と時の速さを実感しました。 

そして改めて、コロナ禍を過ごして来た約３年間の保育園生活を振り返りながら、 

以前の、マスクも消毒液も無い自由でのびのびとした毎日が 遠い昔に感じられ 

この子ども達の愛らしい笑顔が、健やかに安らかに守られるよう切に祈りました。 

教育機関で一般的に言われている２学期という今期は、子どもの心身が安定し 

日々の集団生活における様々な経験を通して、一人一人の子どもが互いの想いを 

伝え合い分かち合う喜びを感じながら、社会性や協調性などを学び合えるように 

考慮されたカリキュラムが立案され、各現場にて実践されていることと思います。 

２学期に多くの行事や活動が予定されているのも 子どもの心身の成長において、 

重要な時期として捉えられている故の、発達に適した取り組みがなされています。 

けれども この３年の空白な期間は、どこの現場においても大きなダメージです。 

何より その大切な経験を突然 奪われてしまった子ども達にとって、それぞれの 

心や身体の中で、どんな影響となりどんな変化をもたらされているのだろうかと 

考えさせられることが多い毎日です。日々 あらゆることに反応し吸収しながら 

成長し続けている子ども達です。その 一時一時の貴い時間を 以前と同じように、 

いえ、それまで以上に 思う存分 豊かな経験の機会として充実して過ごせるよう、 

環境を整え、この困難な現実と対峙し、チャレンジしていかなければならないと 

私達の使命を痛感しています。より一層、子ども達一人一人との関係を密にして 

濃やかに そしてしっかりと温かな絆を結び合える毎日を過ごすことに努めます。 

来月は 早速 つのぶえの 毎年恒例の行事である【プレイデイ】が行われますが、 

上記の想いを第一のテーマとして、今年からは全園児が経験できるプログラムを、 

何とか実現したいと色々な方向から考え、職員達と話し合って 企画しています。 

今年の７名の年長組が初めてリーダーシップを発揮できる場ですが、それぞれの 

良さを充分に表現し合えるように、そして、７人分の力を合わせることでの共感、 

それらを通して感じられる自信、仲間としての自覚や喜びを育み合えるように、 

つのぶえが これまで重ねてきた良い伝統を、もう一度 築き直したいと思います。 

そして、こあら組・らっこ組・ねこ組・りす組の小さな仲間達も 以前のように 

成田小学校の体育館に集まり、共に想いを分かち合う場にできる形で開催します。 

そのためのご理解とご協力を頂けるよう、来週１７日(土)に保護者会を行います。 

他園とは全く異なる【プレイデイ】という行事についての、その違いや ねらい、 

内容等について、また、本園の保育方針や子ども観について、これまでの歩みや 

現在の子ども達の姿と併せて 詳しくお話し致しますので ぜひ ご出席ください。 

 神様から与えられた 大切な子ども達の小さく輝く命の成長を 保護者の皆様と 

喜び合い分かち合える保育園で在り続けるよう これからも日々努めて参ります。 

1 回 1 回の保護者会や 各行事等においても、常に子ども達を真ん中にしながら 

心の通い合う機会にできますよう 今後共よろしくお願い申し上げます。（石田） 

「喜ぶ者といっしょに喜び、泣く者といっしょに泣きなさい。（ローマ 12：15）」 


